｢卒業研究｣中間発表会　実施報告書

A4判1枚にまとめること。指導教員へ提出すること。
指導教員は，この書類を最終発表会後，4年生クラス主任へ提出してください。
学生氏名:宮崎愛央
学籍番号:1823084
卒業研究題目(仮でも可):報酬非依存知識の利用
中間発表開催日:　　　　　2010年　　10月　　26日

指導教員:倉重健太郎
中間発表会出席教員:倉重健太郎，畑中雅彦，渡辺修
(1)中間発表会で指摘された事項，質問された事項，アドバイスやコメント
・Q学習以外の強化学習手法との違いは？
・決定的な遷移についての環境のみ扱っているが，確率的な遷移については扱わないのか？
・知識テーブルは履歴を登録しているのか？
・実験結果について，実際の最短経路との比較が欲しい

・もう少し難しいタスクにしたら？

(2)中間発表会の指摘事項に対する対応措置あるいは中間発表会後に実施した事項
　　(中間発表会で指摘事項があった場合は優先して，指摘事項への対応措置を書きなさい。)

・決定的な遷移についての環境のみ扱っているが，確率的な遷移については扱わないのか？
　→今回の研究対象としているのが決定的な遷移のみをもつ環境であるが，将来的（修士以降）に確率的な環境について取り扱う予定．その際には報酬非依存型知識の定義を変更する予定．
・実験結果について，実際の最短経路との比較が欲しい
　→今回行った実験と同じ実験を行い，提案した手法と普通の強化学習とアルゴリズムで求めた最適解（最短経路）の3つを比較するグラフを作成する．

・中間発表会後に実施する内容（上記以外）
　→環境構造が変化する場合に，今回提案した報酬非依存型知識を用いて環境が変化したことを認識させ，無駄な学習を行わないように環境変化へ対応させる．
